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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月1日(2020.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水筒キャップ（２０）であって、
　前記キャップの外表面から外方に所定の長さ延在し、導管部材と係合して内視鏡装置に
流体を供給あるいは内視鏡装置からの流体を受容する少なくとも１つのポートと、
　水筒のおねじと係合するように構成されためねじと、
　前記キャップの内部側壁から外方に延在し、前記キャップが前記水筒と係合した際に、
前記水筒の首部を防水密閉するように構成された、実質的に水平な接触面（１１４）を有
する環状シールプラットフォーム（１１２）と、
を備えることを特徴とする、水筒キャップ。
【請求項２】
　前記ポートは、前記環状シールプラットフォーム（１１２）の内側に位置する、請求項
１に記載の水筒キャップ。
【請求項３】
　前記キャップの内部上面から外方に延在し、前記キャップが前記水筒に係合した際に、
前記水筒の首部を防水密閉するシールリング（１１６）を備える、請求項１に記載の水筒
キャップ。
【請求項４】
　前記シールリング（１１６）は、実質的にテーパー形状である、請求項３に記載の水筒
キャップ。
【請求項５】
　前記シールリングの内部側壁（１１８）は実質的に垂直であり、前記シールリングの外
部側壁は（１２０）は実質的に傾斜している、請求項３に記載の水筒キャップ。
【請求項６】
　前記シールリングの外部側壁及び前記キャップの内部側壁は、前記キャップが前記水筒
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に係合した際に、前記水筒の首部を防水密閉するように構成される、請求項３に記載の水
筒キャップ。
【請求項７】
　前記ポートは、前記シールリング（１１６）の内側に位置する、請求項３に記載の水筒
キャップ。
【請求項８】
　前記シールリング（１１６）は、前記環状シールプラットフォーム（１１２）よりも前
記ポートに近接する、請求項３に記載の水筒キャップ。
【請求項９】
　前記キャップの外表面に位置するグリップ（１１０）を備える、請求項１に記載の水筒
キャップ。
【請求項１０】
　前記キャップの外表面に位置するグリップ（１１０）を備える、請求項３に記載の水筒
キャップ。
【請求項１１】
　前記キャップは第１材料及び第２材料から作製され、前記第２材料は前記第１材料より
も軟らかい、請求項１，３，９又は１０に記載の水筒キャップ。
【請求項１２】
　少なくとも前記環状シールプラットフォーム（１１２）、前記キャップの前記内部上面
、前記キャップの内部側壁、及び前記ポートの内外表面は、第１部材から作製されるキャ
ップの他の部分よりも軟らかい第２材料から作製される、請求項１に記載の水筒キャップ
。
【請求項１３】
　少なくとも前記環状シールプラットフォーム（１１２）、前記シールリング（１１６）
、前記キャップの前記内部上面、前記キャップの前記内部側壁、及び前記ポートの内外表
面は、第１部材から作製されるキャップの他の部分よりも軟らかい第２材料から作製され
る、請求項３に記載の水筒キャップ。
【請求項１４】
　少なくとも前記グリップ（１１０）、前記環状シールプラットフォーム（１１２）、前
記キャップの前記内部上面、前記キャップの内部側壁、及び前記ポートの内外表面は、第
１部材から作製されるキャップの他の部分よりも軟らかい第２材料から作製される、請求
項９に記載の水筒キャップ。
【請求項１５】
　少なくとも前記グリップ（１１０）、前記環状シールプラットフォーム（１１２）、前
記シールリング（１１６）、前記キャップの前記内部上面、前記キャップの前記内部側壁
、及び前記ポートの内外表面は、第１部材から作製されるキャップの他の部分よりも軟ら
かい第２材料から作製される、請求項１０に記載の水筒キャップ。
【請求項１６】
　前記第２材料は一体物として作製される、請求項１１～１５の何れかに記載の水筒キャ
ップ。
【請求項１７】
　前記第２材料は、前記第１材料上にオーバーモールドされる、請求項１１～１５の何れ
かに記載の水筒キャップ。
【請求項１８】
　水筒キャップ（２０）と導管アセンブリ（５０）とを備え、
　前記水筒キャップは、当該キャップの外表面から外方に向けて延在した少なくとも１つ
のポートを有し、
　前記導管アセンブリは、多重チャネル導管部材（５０２）を有し、
　前記ポートは所定の長さで延在し、前記導管アセンブリと液密状態で係合して、内視鏡
装置に流体を供給あるいは内視鏡装置から流体を受容するように構成された、水筒キャッ
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プアセンブリ。
【請求項１９】
　前記多重チャネル導管部材（５０２）は、内部チャネル（５１２）及び少なくとも１つ
のＣ型外部チャネルを有する、請求項１８に記載の水筒キャップアセンブリ。
【請求項２０】
　前記多重チャネル導管部材は、少なくとも２つのＣ型外部チャネル（５１４，５１６）
を有する、請求項１８に記載の水筒キャップアセンブリ。
【請求項２１】
　各外部チャネルは、実質的に同じ断面積を有する、請求項２０に記載の水筒キャップア
センブリ。
【請求項２２】
　前記多重チャネル導管部材（５０２）は、対称な断面を有する、請求項２０に記載の水
筒キャップアセンブリ。
【請求項２３】
　前記内部チャネル及び前記外部チャネルは同軸である、請求項１９～２２の何れかに記
載の水筒キャップアセンブリ。
【請求項２４】
　前記多重チャネル導管部材（５０２）は、一体物として作製される、請求項１９～２２
の何れかに記載の水筒キャップアセンブリ。
【請求項２５】
　前記多重チャネル導管部材（５０２）は、耐水性及び耐ＣＯ２性の材料から作製される
、請求項１９～２２の何れかに記載の水筒キャップアセンブリ。
【請求項２６】
　前記内部チャネル（５１２）は、前記外部チャネル（５１４，５１６）を超えて、前記
キャップを貫通する、請求項１９～２２の何れかに記載の水筒キャップアセンブリ。
【請求項２７】
　第２導管（５１０）、及び
　チャネルコネクタ（５２０）をさらに備え、
　前記チャネルコネクタ（５２０）は、
　２つの開口端を有する中空体（５２２）と、
　前記中空体の各開口端の近傍に位置し、前記チャネルコネクタを介して前記内部チャネ
ルに前記第２導管を結合した際に、前記液密結合を形成するように構成された２つの返し
（５２８，５３０）、とを有し、
　前記内部チャネル（５１２）は、前記外部チャネル（５１４，５１６）と同様の長さを
有する、請求項１８～２２の何れかに記載の水筒キャップアセンブリ。
【請求項２８】
　前記チャネルコネクタ（５２０）は、さらに、前記中空体の外表面の中央部に位置する
少なくとも１つの円板（５２４，５２６）を有し、
　前記円板は、前記内部チャネル（５１２）及び前記水道管（５１０）が所定の接触長さ
で前記チャネルコネクタに係合するように構成される、請求項２７に記載の水筒キャップ
アセンブリ。
【請求項２９】
　多重チャネル導管部材を内視鏡装置に結合するためのアダプタ（５４０，５５０）であ
って、
　前記多重チャネル導管と結合するように構成された第１結合部と、
　前記内視鏡装置に結合するように構成された第２結合部と、
　前記第２結合部上に配設され、前記アダプタ及び前記内視鏡装置間をシールするように
構成されたＯ－リング（５４２，５５２）と、
　前記第２結合部上に配設され、途中で屈曲されて、前記内視鏡装置にスナップバックす
るように構成された保持機構（５４４，５５４）と、を備え、
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　前記第１結合部及び前記第２結合部は、少なくとも１つの流体連通部を有する、アダプ
タ（５４０，５５０）。
【請求項３０】
　前記第２結合部上に配設したＣＯ２導入口（５５８）をさらに備え、前記ＣＯ２導入口
は、前記アダプタを前記多重チャネルに結合した際に、前記多重チャネル導管の１つのチ
ャネルに流体連通している、請求項２９に記載のアダプタ（５５０）。
【請求項３１】
　エアー導管をビデオプロセッサに結合するためのアダプタ（５６０）であって、
　前記エアー導管と結合するように構成された第１結合部と、
　前記ビデオプロセッサと結合するように構成された第２結合部と、
　前記第１結合部の一部を覆うケージグリップ（５６２）と、を備え、
　前記ケージグリップ（５６２）は、使用者が、前記エアー導管を直接引き抜くのを防止
するように構成される、アダプタ（５６０）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
【図１】本内容の一実施形態における水筒キャップアセンブリの斜視図である。
【図２Ａ】本内容の一実施形態における、２つのポートを有するキャップの左上面図であ
る。
【図２Ｂ】図２Ａに示すキャップの左下面図である。
【図２Ｃ】図２Ａに示すキャップの断面図である。
【図３Ａ】本内容の他の実施形態における、単一のポートを有するキャップの左上面図で
ある。
【図３Ｂ】図３Ａに示すキャップの左下面図である。
【図３Ｃ】図３Ａに示すキャップの断面図である。
【図４Ａ】本内容の第３の実施形態における、３つのポートを有するキャップの左上面図
である。
【図４Ｂ】図４Ａに示すキャップの左下面図である。
【図４Ｃ】図４Ａに示すキャップの断面図である。
【図５】本内容の一実施形態における多重チャネルチューブの断面図である。
【図６】本内容の一実施形態における導管コネクタの斜視図である。
【図７Ａ】本内容の一実施形態における第１アダプタの斜視図である。
【図７Ｂ】図７Ａに示す第１アダプタの断面図である。
【図８Ａ】本内容の他の実施形態における第１アダプタの斜視図である。
【図８Ｂ】図８Ａの第１アダプタの断面図である。
【図９Ａ】本内容の一実施形態における第２アダプタの斜視図である。
【図９Ｂ】エアチューブと結合した図９Ａに示す第２アダプタの斜視図である。
【図９Ｃ】図９Ａに示す第２アダプタの断面図である。
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摘要(译)

本主题提供一种水瓶盖组件，水瓶盖和用于内窥镜装置的两个适配器。 
盖组件包括具有环形密封平台和密封环的盖，多通道导管构件和通道连
接器。 适配器具有定型的固定功能。 其他适配器包括笼式手柄。
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